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長野市松原遺跡出土の 「杏葉轡」 について

上田 典男

は じめ に

松原遺跡では,全 体形状がわかる轡が3点 出土 している。2点 は後期古墳か らの出土で,1

点は古代 の土坑か ら出土 したものである。後者の轡は,今 まで目にしたことがない形態で,名

称 も含め実測方法等,ど のように扱えばよいのか難渋していた。『日本馬具大鑑』第三巻所収の

片山寛明氏の論文中に類例 を見出す ことがで き,今 回報告する轡の資料価値 をあらためて認識

した次第である。

片山氏によれば,「杏葉轡」は鎌倉時代 を代表する 「和式轡」で,「 平安時代の現存作例は知

られないが,『 伴大納言絵巻』や 『平治物語絵巻』『後三年合戦絵巻』などに頻繁 に見 ることが

できる」とし,そ の初源を平安時代に求めている。 さらに片山氏は,「杏葉轡」を鏡板の形状か

ら,以 下の3種 に分類 している。

←)幅 広の多頭形 をなした もの。鏡板のやや内側を,稜 線の凹凸に沿って切 り抜 き,底 部

から中央に張 り出した稜線に相似した多頭形に喰先を絡めるもの(第1図)

⇔ 三つの山形 を持つもの。鏡板の中央に三頭葉状の突起 を,鏡 の稜線 に沿って切 り透か

し,こ れに喰先 を絡めるもの(第2図)

日 逆ハー ト形の下の窪みを大 きくX字 状 に交わ らせ,こ れに喰先を絡めるもの

松原遺跡の轡 は日 に相当し,類 例 として提示された長野県小諸徴古館所:蔵例に構造的に

も極 めて類似するものである(第3図)。 また,『小諸市誌 考古篇』で紹介されている

「懐古神社蔵の轡」も同様の事例 として上げられる(第4図)。 いずれにせよ,本 例 は時

代が特定できるという点でも,重 要な位置 を占めるものと考え,報 告書刊行前に報告す

ることとした。

松 原 遺 跡 出 土 の 「杏 葉 轡 」

松原遺跡は,長 野市松代町東寺尾に所在する縄文時代か ら中世及び近世に至 るまでの複合遺

跡で,古 代 においては,竪 穴住居吐が約400軒 検出されるなど,長 野盆地で も屈指の大集落肚 と

して位置付けられる(第5図)。 また,松 代地区は 「英多郷 ・英多荘」の比定地でもあり,そ う

した面か らも注 目される遺跡である。今回報告する 「杏葉轡」は,9世 紀代の竪穴住居吐が分

布する調査区南端部の居住域に位置する土坑(SK19)か ら出土 した。

1.「 杏葉轡」を出土 した土坑の性格 と時期

SK19は,径85cmの 円形土坑で,深 さは15cmを 測る。断面形は鍋底状で,覆 土は単一・土層であ

るが,底 面に焼土ブロックを混入する。す ぐ隣に平面形は方形 と異なるものの,覆 土の状況 ・
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第1図 杏葉轡 伴大納言絵詞(「 日本の絵巻」2中 央公論社 より)

第2図 杏葉轡(高 津古文化会館蔵)(「 日本馬具大鑑」二古代下 より)
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第3図 小諸市懐古神社(徴 古館)所 蔵 杏葉轡(「 日本馬具大鑑」三中世 より)

第4図 小諸市懐古神社(徴 古館)所 蔵 杏葉轡(「小諸市誌」 より)
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焼土 ブロックが混入することなど,類 似する土坑(SK18)が 位置 している(第7図)。 両者 とも

坑内で火が使用された痕跡は認 められないこと,単 一土層であ りなが ら底面に焼土ブロックな

いしは焼土堆積が見 られることな どか ら,短 時間のうちに人為的に埋め戻 された ことが推測 さ

れる。 これは,両 者が開口状態ではなく埋没状態を保つ こと,あ るいは埋め戻す行為 自体に土

坑の機能があったことを意味 しているのではなかろうか。「杏葉轡」はこうした土坑か ら出土 し

たものである。 したがって,「杏葉轡」自体が,単 独か複数(組 み合わせ)か は別 として,土 坑

機能の対象物 となっていた ことが予想される。

しかしなが ら,そ の詳細な出土状況は,残 念なが ら記録に残 されてお らず,伴 出 した土器片

とともに土坑覆土.__.括遺物 として取 り上げられている。土器は,土 師器の小形甕(底 部手持ち

ヘラ削 り)・須恵器杯(底 部回転糸切 り)・須恵器高台付 き杯などで,個 々及び総体か ら9世 紀

前半 と想定 される。したがって,SK19の 時期について も同時期 に比定され,「杏葉轡」に関して

も,9世 紀前半が下限の時期 として設定できる。また,周 囲に分布する8軒 の竪穴住居肚の時

期 も,9世 紀以前が1軒,9世 紀前半が5軒,9世 紀後半が2軒 で,遺 構配置の面か ら言って

も妥当性のある時期 と言えよう(第7図)。

2.「 杏葉轡」

今回報告する資料 は,欠 損する部位はあるものの,そ の全容 はほぼ明らかにすることができ

る鉄製の轡である(第8図 ・巻頭写真2)。

「鏡」は,丸 みを帯びた逆ハー ト形で,素 材の先端部がX字 状に接するように鍛造 されてい

る。これは,『 日本馬具大錐 』第三巻で紹介されている小諸徴古館所蔵資料に相似する形状で,

本資料を 「杏葉轡」 とした由縁である。

「立聞」は,端 部 を折 り返すことで 「鏡」 と連結させ,.__.方の端部をねじ曲げて 「立聞壷」

を形成している。「鏡」 との連結部,即 ち折 り返 し部に鋲打ちなどの痕跡 は認められない。

「喰」は二連で,「喰先」 に 「遊金」を通 し 「引手」 と連結させている。また,「 鏡」 との連

結 に関しては,字 状の部分に残る 「遊金」の存在か ら,「引手」との連結同様に 「遊金」が介在

していたことが指摘できよう。

「引手」の端部 は,「喰先」との連結部 とは異なり,「立聞壺」と同様な製作技法で 「引手壷」

が形成されている。

以上,部 位 ごとに概略を記した。「鏡」 と 「立聞」が別造 りで,両 者を連結させる本資料は,

片山氏が 『日本馬具大鑑』第三巻で紹介 された小諸徴古館所:蔵資料 と同様で,文 献 を見るかぎ

り両者を一つの素材から造 り出す 「大和国東大寺若宮八幡宮蔵鞍並皆具図」の中の轡(『集古十

種』)・小諸懐古神社所蔵資料 とは異なっている。 こうした差異が どのような意味をもつかは計

りかねるが,片 山氏の分類日の中に,少 な くとも二つのタイプが存在することが指摘できる。

また,本 資料を 「杏葉轡」とした 「鏡」の形状 もさることなが ら,「立聞」と「面懸」,「引手」

と 「手綱」の両連結部がそれぞれ 「立聞壷」・「引手壷」 となっている点にも注目しておきたい。

松原遺跡でも後期古墳から素環状鏡板付轡が2点 出土 しているが,い ずれも 「引手」先端部 に

角度 を持たせているものの,「立聞」を含め隔絶の感 は否 めない。それに対 して,『伴大納言絵

〆
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第5図 松原遺跡の位置(1100,000)
,

第7図SK18・19遺 構 図(160)

第6図 遺構分布図
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第8図 松原遺跡出土 杏葉轡実測図

詞』な ど12世紀以降に製作 された絵巻物に描かれている轡は,「鏡」の形状は数種類 に分類され

ようが,い ずれ も明確な形で 「立聞壷」が描かれている。本資料 を9世 紀前半 に位置付 けたこ

とで,そ うした変化が7世 紀から8世 紀の間の時期に顕在化した ことが指摘できよう。「立聞壺」

が出現することで,轡 の機能的側面等 にどれほどの変革があったかについては不明 と言わざる

を得ない状況であるが,そ れ以降 「立聞」には 「立聞壷」が付随するという型式が保持 される

こととなる。 こうした言わば型式の変化 は,同 じ馬具の中でも,8世 紀以降に 「舌鐙」が出現

するという 「鐙」にも見出す ことができる(永 井1996)。 したがって,古 墳時代から中世への連

なる馬具一般の変遷の中で,7世 紀から8世 紀 という時期に大 きな画期があったことが予想 さ

れる。本資料は,そ うした流れの中で,一 つの定点 を定めたという意味においても,資 料的意

義は大 きい。

おわ りに

これまで述べた以外に,「遊金」の存在が問題点の一つ としてあげられる。本資料では,「鏡」・



54長 野県埋蔵文化財センター紀要7

「喰」・「引手」の連結にそれぞれ 「遊金」が用いられているのに対 して,鎌 倉 時代以降の現存

する 「杏葉轡」には,「遊金」は採用 されていない。細かいことか もしれないが,こ うした差異

が何に起因するのか。系統性 を含めた時代的な特性 なのか,馬 の使用目的の差によるものなの

か,は たまた,乗 馬方法の変化によるものなのかな どと興味 は尽 きない。資料的な制約から,

古墳時代から古代へ と通 しで系統的に研究 されることの少なかった研究分野の一つであったが,

今回の資料報告が契機 とな り,研 究が活発化することを期待するものである。なお,本 稿は,

『日本馬具大鑑』並びに同書所収の片山氏の論文に拠るところが大きいことをつけ加 えてお く。

浅学の筆者が一文をなし得たのも,下 記の方々の暖かい ご指導とご協力の賜物である。ご芳

名を記 して謝意を表する次第です。

青木___.男 赤羽啓子 黒岩美枝 風間春芳 小林秀夫 白沢勝彦 贅田明 西村はるみ
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付記 脱稿後,小 諸市教育委員会の花岡弘氏に便宜 を図っていただき,『 日本馬具大鑑』所収の

小諸市徴古館所蔵例及び 『小諸市誌』所収 の小諸市懐古神社所蔵例 を実見する機会 を得 ること

ができた。加 えて,宗 教法人懐古神社牧野一郎会長,徴 古館小山恒雄館長のご配慮 により,上

記2例 の観察 ・実測 ・写真撮影等を実施することができた。2例 とも本資料 とは製作技法が異

なっており,前 者は 「鏡』 と 「立聞」を鋲 どめで連結 させてお り,後 者 は 「鏡」から 「立聞」

まで一つの素材で作出し,「立聞壷」のみを別作 りとしている。いずれも製作年代については不

明 と言わざるを得ないが,前 者については,そ の文体から江戸時代後期 と推定される所謂鑑定

書が付随 してお り,そ れによると保元の頃(1156～1158)の 所産 とされている。いずれにして

も,製 作技法の異なる三者三様の 「杏葉轡」が,信 濃国(長 野県内)と いうある意味で限定さ

れた地域 に現存 している点に注目してお きたい。また,こ うした差異が,単 に,年 代差による

ものか否か,製 作技術の問題 も含めて今後の課題 としておきたい。


